
網 fと警警殖試験

(小川原同地域 ーニノ事号沿場竣i期間交)
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湖沼の立体的利用によ三宝j{f力J勢強クslるための養崎茶、

E 試験内容及芦方法

1. 試検品所

t.:j U~ll t.;L町沼崎本村地先
2. 1if施期間

同昭和 39年 7月24日

至昭和 39年 10月 7日

計 7品目問

5 材料および方法

a 試玲娯所のよ異境

f主f穿網設置に当って適当と明われる場所作調査を下記事項について行った。

観測月日 ; 昭和 39年 7月 10日 AM1 1.00 雨

表面水温 ; 1 7. 1 "0 

水 深; 1. 3 r且

透明度; 1. 3 m 

P H ; 6. 9 5 

D.O ; 水面下 O.ろrn 7.3 P P M 

水面下1.3 m 6. 3 3 P P M 

)実 質 ; 泥質で挺水植物が繁茂している。

テランクトン ; 工径 17 cmのネットを使用しi直線50 III水深o.3 mのととろを水平模集し
た。

出現種類は 15穐でうち最も伺休数の多かったのは

A~-&以~1a 弁明$ 6 4 0伺休

p dya_.J_ft.v:;_ p1aA:ifpA:叫，a. 2 3 0伺休

であった。

b 供試魚種(別添参照)

鯉 養殖もの(三沢産) 1才魚

鮒 天然もの(姉沼産)

アユ
• }天然もの(小川原湖産)

ワカサキ

I紅鱒 養殖もの(相坂養魚土易産) 1才魚

c 試験生害事(別図参照)

イ.網生等の規模

455 



(構) (縦) (湊き)

5. 2 2 rn X 1. 9 2 rn X 1. 4 7 rn = 1 4. 7押f

クνモ十 106節

ロ. 空苦手設定状況

月IJI到のと均 1)

かえしは 8月15日に取付けた。

d 王手殖の方快

イ.教養魚種及び尾数

Mi.l 
イ

ナ
ゴ

フ

3 3 2 l'f: 

140毘

1 6. 3 Kg 

5.1 Kq 

コイ 268宅 6. 9 K9 
Mi.2 
フナ 1 2 5 ~ 4. 3 Kg 

た7Ffし8月中旬rAh1は盗聖書のためつイ， フナの試苦やま中止したが， 8 j:J 2 9日より新たに

ニジマスの試験を行ったの

(必:1 ニジマス 5口D屠 4. 9 Kq ) 

ロ.給餌方法

1円2同(午前 1日時， 午1を3時)

1回の按餌票は角、体重の 8%，文必:1. Mi. 2ば手で直接持表布。

ノ、.餌料の積狗(5l!l添参照)

い冷凍イカ十ゴ

li) 乾イサザ 7 '¥ 
)水寺子f1日えて練り投与

小麦幼 5 

必 1. ;fo. 2は i)， ii)の周期的(3日約き)繰返しで授餌

国 試検結果

f 実 1~3 参F

??セ主凡A 
第 1 囲測定

十
8月11円

鰹 2 0尾 1. 7 5れq

Mi.l 鮒 2 0尾 0.8 Kq 

Mi.l 
ー一

鰹 2 2尾 1.日 5;:l( 

必 2 高付 2 7尾 O. 9 5 '<J 

Mi.l 

格 2 ~-g測定

1 0月7円

鰹

(平均イ本長

平均体重

鮒

/平均体長

、平均体き

ニジマス

平均体長

1 2 8尾 11. 4 Kq 

1 5. 4 6 cm 

8 9 9' 

1 2 1尾 4.8 5 Kg 

1 1.77ClIt 

4 0 9' 

251培 7.8 9 2 Kg 

12.07cm 

平均体重 31. 4 5 9-

鮒については立鱗病的徴候が 2~3 尾みられたがその的の魚穐については飼育期間を通じて外見的に

は全く健康状熊であった。
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lV考察

1. 摂餌較について

7r324H~8 月 1 1日までの:乙 1 .']'，:公立ついていえば，

j)投餌開始めブ月三 467)'らアいア Y卜iまでの被ザ究dJ~lY初 (110)lliz検いによる損傷，叉は夕、殺

な環境変化に d ろれのと思トヲれ;コので， この耳石片手行んど持併合cJiでない状熊に点ったと考;':てよ

し、。

11)哨は成績表より長イ，ヂ実JRし叱かったと曹、われる"

!ゆ i)， jD ，fci. 1 ぷ;三 斜(;t;: 1 j鰐 27 毛煙， ! 4. 玄均q，必阪 2:内 14 6 E尾豆， 4.2 2 )<匂〈匂9) 
では鯉鯉‘のみが摂餌しメ穴た:二、;考えて

となる。

A'o.lの総給餌賓の見かけのか河内係狩はち.3 5であるが，会答f料めf曽肉(系烈ケそれぞれ下記のよ

うに {F~定すやと，図表 1 が得られる。

冷凍イカ十ブ 5. 8 4 i 

較イサザ 2. 9 r杭 i
小麦粉 7.3 8ノ

即ち， ~I表 1 において

A ; j仮 1の投餌電が全て摂餌された場合の泊費電， 日変化

A'j測定値と Aの変化より推定される実際の地道雫日変化

a ， AIより魚体重に対する--fiJ股餌号u必)
網生等A'o.2についての B， B~ 0;二つい'::{)お 1;こ同じ。

次に，Jfo: 2では給餌電が過剰の状背信で為るから， 'f~吉に摂領:{~~~ま(その時期の環境に対する)飽食

~にまで主主していると考えられる。

叉，A'o. 1， .'伝 2のが料の組成は大件、同じ?あるから.， .Ji 1の見かけρ;曽勾係数 5.35を用いて，

fci.2の魚体重に対する摂餌主与を:及川 これそft}ぴtii.1にむ又更にκ2(こ入れかえると，その債は

一定の債に収敬し摂餌率の近似値と仕汽。

7.2 4 ~ 8. 1 1までの鰹の摂餌率は 7.2') 6 %となり図2を得るc 即ち

網生等A'o.lのC1ま一同の投餌景

げは魚体重の増量に伴う摂餌賢で， 網とド会等A'o.2についての D. びについてもA'o.l

に!丙lじ。

2， 官E闘についτ 8 )j 2 9 日~ 10日7日介

各餌料の精肉係数を鰹の場合と同ーと見倣すと，図表 5を得る。即ち

Aは役餌最が全て摂餌された場合の増費電日変化

Bは測定績と Aの変化より推定きれる実際の増寧景日変化

。はBより魚体重に対する 1日投餌亡率

DはOの平均

百;摂餌率 5. 7 7 q6 (但し 1日分)

叉，際|表5より図表 4を得る。

F ; 1日の投喜lf電

α; Fの平均〆

H;Gに対する摂餌景
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3. その他

tt警の症が紹であるため投与する餌のロスを跡ケ吏味からも投餌に際しては充分留意する必要
がある。

以土のととから小lijis司湖における水深5mB浅の7k荷積は 30 Km'にも及ぶことか九して将来

はとの氷河を犬々的に集約的に空簿網による養殖場として利用する方向に進むべきである。

然し網生筈の集約化を阿る上には炊のことが解決きれ?とけれ』まならアごい。

ll:Pち従来採椅漁業との摩擦解;/背， このためにはその漁場から場がる天然生産力よりより以上の高
度の生産がなされなければならないしそれによって漁民の労働力を吸収し得ることである。

次に湾首から食用迄の一貫生産がなきれなければならない。

とのために積苗のf'ilIf呆がっk:.;¥tr問題となる。同時に信料管理や規模単位今どこに賢いて省力と均

一化を関るかの問題があると考えられる。勿言命生産品を販売するための流通対策も事前に考}暑さ

るべ夫問題である。

(昭和40年 1月 小川原湖地域夷興計画調査報告書参照)

実 1

Aii.l 牛n筈

7月11 Eい日月 11日 8月12臼.......8月17日
(イ日し授餌は7月24日より)

I再 自 鯉 _L_!!__I 鯉 附

開始時 332 1 4 C 日月 15R....... 1 6 日の問に盗難
包"J!込 厚 数(毘)

終了時 273 1 1 8 

総 耳空 辱(9-) 開始一一時一一←一一一16一，3一0一日一
5，1 0 0 ，;残

一一一一←
終了釘 23、887 4，720 i埼 1 2尾 1. 3 K:r 

ー尾平均イ本竜(ff ) 
目耳 ~J' 、寺 4 4司5 2 守，ff!. 1 K:r 日γ終了時 8 i，5 8月 19 日_fo.2へ移管

開始時 11，三

一宅平均体的)I 1 rJ.U ii 
ーー一一一一

終了時
一一ー一一一関喧明

===l 
繁死用約(問) 11 59 22 

一一一一一トー
姥 ~E さ幸 ; (品) 11 2，0 40 51 '1 

;r;， H月尾警官 (f号) 11 。 。
歩情尾数 (q品) 11 82.23 '34.29 

i常 重 震 (!J ) 11 守，627 1 30 

←一一
事今 餌 号 (!J) 冷凍小女子 4 2，200 1 4，00口

給 餌 号(.? ) ，車?:イサザ 6，7 2 0 :l，24日

見かけの増肉係数 小麦粉 乙880 960 

見かけの増肉係数 5.5511  
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表 2

IVo: 2 !:le'管

「戸 下干i一コ丁二τi;j叫J5iF11 | 叫 12一月刊日より)

目 哨健!?剛叶|f 附6 一1、一3 一I(…a司11 円一j7一11一09間4一的行1

終了1)，1子 146 I l!H 11 1'8 I 121 

ADD83640  
i 時始時 i ム'iiJO I 4，300 11 (8}H6日7助H1 fBl詞噛円)

総司i :，'J (Cf) I ! _____.__ ----1--¥ _ 1.3 0 0 
l〆、 9 終γ時 1|一一一ア一0ーυ8 ド~一一5一一56一44ーD3-ーH1+一一1一1，40 0 I 4，8 5 0 

開始時 2 5.3 1 3 4.7 11 5 2.5 8 I 4 1. 2 8 

ー尾平均休璽(g-) ー 一一トー

終了時 48 I 35 ~ 89 I 40 

開始時 9.5 1 0.0 

一尾平均休畏 (cm)

終了時 1 5.4 6 1 1. 7 7 

発予E尾数(尽) 11 1 22 21 。 。
発死重震を(g-) 11 :<，680 460 。 日

トー

不明尾数(尾) 11 自 。 30 12 

うち毎号尾数 (oA) " 54.4 !3 83.20 8 1. 0 I 9 0.98 

士首 重 電 (g-) 11 :<，7 88 -200 5.216 698 

冷凍小女子 2 4，0 00 103.900 

給 餌 最(:1)乾イサザ :<， s' 4 0 23.0 1日

小麦粉 1，260 9.89口

見かけの増肉係数 10.12 26.23 
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表 5

事会 電

一尾平均休畏(rm)

勢死尾署全(Ili:) 

給餌
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5 図表
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